
新刊紹介

西
田
谷
洋
編

『
女
性
の
語
り
／
語
ら
れ
る
女
性

本
書
は
、
編
者
と
編
者
の
教
え
子
と
に
よ
る
論
文
集
で
あ
る
。
女
性
作

家
に
よ
る
現
代
文
学
作
品
を
主
な
分
析
対
象
と
し
、
物
語
分
析
を
分
析
手

法
と
す
る
。

前
半
の
論
考
は
、
女
性
の
主
体
性
と
女
性
の
語
り
と
い
う
こ
つ
の
テ
ー

マ
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
の
テ

I
マ
で
は
、
上
野
未
貴
論
が
、
川
上
弘
美

『
セ
ン
セ
イ
の
鞄
」
で
、
受
動
性
を
装
い
つ
つ
物
語
生
成
の
主
導
権
を
握

る
女
性
主
人
公
の
戦
略
を
分
析
し
た
。
高
木
佐
和
子
論
は
、
田
村
俊
子
「
拘

杷
の
実
の
誘
惑
」
に
描
か
れ
る
少
女
の
性
の
目
覚
め
が
受
動
的
で
あ
る
こ

と
を
、
現
代
的
な
観
点
か
ら
分
析
し
た
。
高
田
雅
子
論
は
、
江
図
香
織
「
藤

島
さ
ん
が
来
る
日
」
で
、
女
性
主
人
公
が
ジ
エ
ン
ダ
l
秩
序
に
反
抗
す
る

も
の
の
、
自
ら
男
性
の
消
費
に
供
す
る
あ
り
様
を
分
析
し
た
。
山
道
貴
代

論
は
、
江
園
香
織
「
ね
ぎ
を
刻
む
」
に
「
生
き
方
に
対
す
る
誇
り
」
を
読

み
取
る
先
行
研
究
を
批
判
し
、
孤
独
に
対
す
る
諦
め
の
態
度
を
読
み
と
っ

た。
後
者
の
女
性
の
語
り
の
テ
l
マ
で
は
、
西
田
谷
洋
論
が
、
村
上
春
樹
の

女
語
り
小
説
か
ら
男
性
優
位
の
ま
な
ざ
し
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
男
女

日
本
近
現
代
文
学
と
小
川
洋
子
』

牧

千

夏

に
代
表
さ
れ
る
二
分
法
的
な
枠
組
み
を
越
境
し
つ
つ
、
そ
の
枠
組
み
を
総

体
と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
、
生
の
多
様
な
あ
り
方
を
可
能
に
さ
せ
る

と
示
唆
し
た
。
舟
橋
恵
美
論
は
、
立
原
え
り
か
「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
売

り
」
の
、
戦
争
の
非
体
験
者
が
戦
争
を
語
る
構
造
に
着
目
し
ァ
、
語
り
手
の

暴
力
性
を
指
摘
し
つ
つ
、
代
行
の
可
能
性
に
言
及
し
た
。

前
半
の
各
論
で
見
出
さ
れ
る
の
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
複
雑
な
社
会
の
あ

り
方
と
そ
れ
に
関
係
す
る
女
性
の
姿
で
あ
る
。
精
綴
な
物
語
分
析
に
よ
っ

て
、
女
性
の
あ
り
方
を
能
動
／
受
動
の
ど
ち
ら
か
に
回
収
で
き
な
い
こ
と

が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
西
田
谷
論
で
、
二
分
法
的
な
分
析
枠
組
み
に
対
す

る
批
判
と
展
望
と
が
一
不
さ
れ
た
。

後
半
は
、
教
科
書
教
材
の
小
川
洋
子
作
品
を
分
析
し
た
シ
ョ
ー
ト
エ
ッ

セ
イ
集
で
あ
る
。
高
木
佐
和
子
と
西
田
谷
洋
と
が
執
筆
し
た
九
論
で
構
成

さ
れ
る
。
い
く
つ
か
抜
粋
し
て
紹
介
し
た
い
。

高
木
は
、
は
じ
め
に
小
川
洋
子
の
研
究
史
を
簡
潔
に
ま
と
め
、
教
科
書

教
材
の
書
誌
や
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
を
整
理
し
た
。
小
川
洋
子
研
究
に
お

け
る
本
書
の
位
置
と
、
後
半
の
論
の
見
取
り
図
と
を
示
し
て
く
れ
る
。
古
向
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木
は
さ
ら
に
「
飛
行
機
で
眠
る
の
は
難
し
い
」
で
、
指
導
室
田
が
生
の
危
機

か
ら
の
帰
還
を
読
み
取
っ
た
の
に
対
し
、
小
説
の
入
れ
子
構
造
に
着
目
す

る
こ
と
で
虚
構
の
効
用
を
示
す
物
語
と
し
て
解
釈
し
た
。
「
リ
ン
デ
ン
パ

ウ
ム
通
り
の
双
子
」
は
、
男
性
心
理
を
描
い
た
数
少
な
い
小
川
洋
子
作
品

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
主
人
公
の
小
説
家
と
そ
の
翻
訳
者
と
の
良
好

な
交
流
を
、
主
人
公
と
娘
と
の
交
流
が
修
復
す
る
メ
タ
フ
ァ

l
と
捉
え
た
。

他
方
、
西
田
谷
洋
は
、
「
果
汁
」
で
、
指
導
書
が
父
親
と
の
不
和
に
悩

む
「
彼
女
」
へ
の
「
僕
」
の
思
い
や
り
を
読
み
取
っ
た
の
に
対
し
、
「
僕
」

が
「
彼
女
」
と
そ
の
後
接
触
せ
ず
二

O
年
後
に
こ
の
物
語
を
語
る
こ
と
か

ら
、
「
彼
女
」
を
お
ぞ
ま
し
き
も
の
と
し
て
周
縁
化
し
た
と
読
ん
だ
。
「
博

士
の
愛
し
た
数
式
」
で
は
、
指
導
書
が
疑
似
家
族
の
あ
た
た
か
な
関
係
を

読
み
と
っ
た
の
に
対
し
、
博
士
の
あ
り
方
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
博
士
の

数
学
愛
を
長
期
記
憶
の
喪
失
に
よ
る
不
安
定
感
か
ら
安
定
を
得
る
材
料
と

し
て
解
釈
し
た
。
「
巨
人
の
接
待
」
で
は
、
小
説
家
の
「
巨
人
」
が
親
密

圏
に
自
問
す
る
様
が
分
析
さ
れ
、
「
巨
人
」
の
小
説
の
翻
訳
者
で
あ
る
「
私
」

は
、
自
問
す
る
「
巨
人
」
を
翻
訳
行
為
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
出
版
資
本

主
義
に
接
続
す
る
と
指
摘
し
た
。

小
川
洋
子
の
教
材
作
品
は
、
先
行
研
究
の
ほ
と
ん
ど
が
指
導
書
で
あ
る

た
め
、
道
徳
的
・
指
導
的
解
釈
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
高
木
・
西
田
谷
両

論
で
は
そ
れ
を
批
判
的
に
検
討
し
、
人
間
関
係
の
亀
裂
や
代
行
の
暴
力
性

を
丁
寧
に
取
り
出
し
た
。

西
田
谷
は
あ
と
が
き
で
、
新
自
由
主
義
に
対
抗
す
る
た
め
に
「
共
約
さ

れ
得
な
い
多
様
な
価
値
観
を
吸
収
し
公
的
性
格
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
社

会
の
価
値
観
を
単
一
化
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
」
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
本

書
が
お
こ
な
っ
た
分
析
ス
タ
イ
ル
は
、
西
田
谷
が
主
張
す
る
方
法
に
合
致

す
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
規
範
化
さ
れ
や
す
い
指
導
書
を
批
判
し

た
各
論
は
、
分
析
を
論
集
と
い
う
形
態
で
提
示
す
る
こ
と
で
公
的
な
性
格

を
得
ら
れ
、
指
導
書
に
縛
ら
れ
な
い
読
解
や
価
値
観
を
提
示
す
る
こ
と
に

成
功
す
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

（一一

O
一
五
年
一
二
月
一
七
日
一
粒
書
房
八
九
頁
非
売
品
）

（
ま
き
・
ち
な
つ
名
古
屋
大
学
大
学
院
生
）

30 




